
現代日本語における漢字の音読み・訓読みについて
一 襖形文字法との比較 一

峯 正 志

は じめに

筆者は以前、 襖形文字を用いる言語の表記法と目本 語のそ れとの比較を行ったことが

あ る注１。そ れ は、目 本 語 の 表 記
法 の 特 質 を 探る た め に は 表 記 法 の似 た 言 語 と の比 較 が 重要

で あ る と考 え た か らで ある。 そ の た め の 準備 と して、 目 本 語 と、 シュ メ
ー ル 語、 ア ッカ

ド語 の 表記 法 に 見 られ る 共 通 点 ・ 相 違 点 を探 り、 整 理 して み
た
。

筆者がそのようなこ とを行った背景には、 様々な一般向けの著作に、 襖形文字の表記

法 につ い て の記 述 が 見 ら れる よ うに な っ てき たこ と が あ る
注２
。そ れ らの 多く は、目本 語 の

表記法に見られる特徴も目本語だけに見られる特殊なものではなく、 むしろ普遍的なも

の で ある と いう 文 脈 の 中 で、 そ の例 証 と して 襖 形文 字 の こ
と を 取 り 上 げて い る の であ る。

さ て、 そ の 中 で 最も よ く 指 摘
さ れ る の が、

ｒ目本 語 の 音 読 み ・ 訓 読 み は珍 しい こ とで は

あ る が、 世 界
的に 例 の な い こ と で は なく、 古 代メ ソ ポタ ミ ア で話 さ れ てい た ア ッカ ド語

で例 が ある。」 と の 記 述 で あ る。 そ の例 と して、 少 々 長 く な る が 金 田
一 （１９８８）注３の記 述 を

引用 して み よ う。

ｒ目本 で は ｒ春 風」 と 書 い て ハ ルカ ゼと も シ ュ ン プ ウ と も 読 む が、 韓国 で は
ｒチ ュ

ン フォ ン」 と 読ん で、 こ れ は 中 国 か ら 韓 国へ 入 っ
た 読 み 方 だ。

ｒ春」 と いう 字 は、 目
本

で シ ュ ンと も 読 む が、
ｒハ ル」 と いう 目 本 語 で も 読む。 … …（中 略） …… こ の、 ハ ル ｈａｒｕ。、

シ ュ ンｓｈｕｎ の間 に は 全 然 共 通 点 が な い。こ の よう な こ とは 現 在、目本 以外 に は ど こ に

も な い、 大 変 珍 し いこ と で ある。
’も っ と も今 の 世 界 に は ほ か に な いが、 歴史

を さ か の

ぼ つ て みる と、 紀 元 前 に
は あっ た と い う。 小ア ジ ア で 紀 元 前 の 昔、 シュメ ル 人 と い う

す ぐれた文化を誇った民族があって、 襖形文字という文字を使っていた。 その文字を

アッカ ド帝国というとこ ろで借りて自分の国語の表記に使つたのがその例 である。

そ の 場 合 に図注４の よ う に、 上 の 文字 は シュメ ル 語 で
ｒア ン」 と 言 って、

ｒ神」 とい う 意

味 だ った そ う で あ る が
注５
、 ア ッ カ ドで は神 の こ と を

ｒイ ル」 と言 つ て い た ので、 こ の 一

つ の 同 じも 字 を、 ア ン と
’も 読 ん だ し、 イ ル

とも 読 ん だ り した。 ア ンは 目本 に あて はめ

れ ば 〈音 読 み〉、 イ ル は 〈訓 読 み〉 で ある。 … … （中 略） … … こ れ は、 目 下部 文 夫・ 佐

伯 功 介 の 書い た も の に よ っ て 述 べ たが、 つ ま り、 目 本 語 で漢 字 を 音 読 み ・訓 読 み する
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のと ま っ たく 同 じも の で あ る。 こ う い っ たこ と は、 こ の ア ッカ ド語 に あっ た とい うこ

と以 外 に 筆者 は 知 ら な い。」

自 国 語 での 読 み、 外 国 語 での 読 み、 と いう 意 味 で の音 読 み・ 訓 読 み が ア ッカ ド語 にみ

ら れ るこ とは 確 か で ある。 従 っ て、 上 に述
べ た こ と は大 体 にお い て 正 しい とい っ て よい。

しか し、 筆 者 は前 述 の 拙 論 で、 目 本 語 の音 読 み ・訓 読 み と ア ッカ ド語 の そ れと で は微 妙

な 違 いが あ る こと を、 短 く で は ある が 指 摘 した。 従 っ て、
ｒ目 本 語 で 漢 字 を 音読 み ・訓 読

みするのとまったく （傍点筆者） 同じものである」 と主張するのは誤り である。

本 稿 は、 峯 （１９９０） で 指 摘 し た点 を明 確 に する こ と を 目 的 と する が、 更 に そ の違 い が

何に起因する かについても考察し、 目本語の音読み・訓読みは単なる表記法の問題では

な く、 目本 語 の 造 語 法 に 関 わる 問題 で あ る こ とを 指 摘 した い。

Ｉ． 音 読 み ・ 訓 読 み の 定 義

音 読み ・ 訓 読 み と は何 か。 目 本 語 に おい て は、 漢 字 の持 つ 読 み の う ち、 中 国語 の音 に

基づくものを音読みといレ＼ 目本語の音に基づくものを訓読みという。

さて、 こ の
よ う な 現 象 を も っ と 一 般的 に 捉 える こ と も 可 能 で ある。 すな わち、 漢 字 の

ような表語文字がそれを作り出した民族 から他の民族に借用されるような場合、 も しそ

の文字を借用 した民族が、 その文字に自分たちの言語の音を当てはめてい けば、 目本語

におけるのと同様の現象が起きたこ とになる。 そ してその場合の自国語読みを訓読み、

元からの読み （すなわち文字を作った民族の言語に基づく読み） を音読みと定義するこ

とが 出来 る。

本 稿で は、
と り あ え ず ｒ音読 み・ 訓 読 み」 をこ の よ う な 一 般 的な 定 義 で 用 いる こ とに

する。
ｒとり あ えず」 と した 理 由 は、 実 は こ の 定義 で は 目 本 語 も ア ッカ ド語 も 全く 同 じ音

読み ・訓 読 み を 持 つ こ と にな り、 両 者 の 違 い
が 出 て こ な い か らで あ る。 従 っ て、 こ の定

義は 後に 修 正 さ れ る こ と にな る。

皿． 峯 （１９９０） に お け る 指 摘

簡 単に、 峯 （１９９０） で ま と め られ た 目 本語 と ア ッカ ド語 の 表 記 法 の 共 通点 ・ 相 違点 を

ま と めて み よう。

共通 点 と して は、

１） 表語文字と表音文字を混用 していること。
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２） 一つの文字が多くの読みや意味を持っていること。

３） その結果、 文字の意味を限定するための送りがなや振 りがなおよび漢字の偏に相当

す る 限定 符 が存 在 して い る こ と。

４） 一つの語に複数の表記法が存在すること。

５） 音読 み、 訓読 み の 区 別 が 存 在 す るこ と。

相 違点 と しては、

１） 一種類の文字体系 しか用いていない。

２） そ の た め、 同 じ文 字 が 表 語 文 字 と して も 表 音 文 字 と して も 用 い ら れ て いる。

３） 目本 語 と 同様、 分
かち 書 き は しな い けれ ども、 （ハ ム ラ ビ法 典 では

注６） 名 詞 句 ごとに

改行 し、 意 味を 取 り や すく して いる。

４） 目本語のように縦書きでも横書きでもよいという のではなく、 横書きである。

５） 目本 語 と 同様 ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 が あ る と いっ て も、 微 妙 な 違 い が あ る。

と い った 点 を 挙 げた。

こ れらの中で本稿に関係するのは、 共通点の （５） と相違点の （５） である。 ここで

主 張 され て いる こ と は、 確 か に ア ッカ ド語 に も 日本 語 と同 じよ う な 音 読 み ・訓 読 み が見

ら れる が、 両者 の
ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 は 全 く 同 じも の で は な い、 と い う点 であ っ た。

具体 的 に 見て み よ う。

ｈａ－ａｍ－ｍ ｕ－ｒａ－ｐｉ２ Ｌ Ｕ Ｇ Ａ Ｌ ｄａ－ｎｕｍ ２ ＬＵ Ｇ ＡＬ Ｋ Ａ２．ＤＩＮ ＧＩＲ．Ｒ Ａ
ｋｉ Ｌ Ｕ Ｇ ＡＬ ｋｉ－

ｉｂｒａ－ｔｉｍ ａｒ－ｂａ－ｉｍ

Ｈ ａｍ ｍ ｕｒａｐｉ §ａ ｍ ｍ ｄａｎｎｕ ｍ §ａｒ ｂａｂｉ１ｉｍ §ａｒ ｋｉｂｒａｔｉｍ ａｒｂａ
’ｉｍ

ハムラビ （人名） 王 強き 王 バ ビロンの 王 世界 四

ｒハ ム ラ ビ、 強 き 王、
バ ビ ロ ン の王、 四 方 世界 の 王」

襖形文字の転写法にはいくつ か決まり事があり、 表語文字は大文字で転写されること

に な っ て いる。 例 えば、 ＬＵＧＡＬ は
ｒ王」 を表 す表 語 文 字 で あ る注

７
。 一 方、 表音 文 字 は

小 文 字 で 書 かれ る こ と にな っ て い る。 ｄａ－ｎｕｍ２ は、 ｄａ と 読 ま れ る 音節 文 字 と ｎｕｍ と

読 ま れ る 音節 文 字 か ら成 つ て お り、 ｄａ と ｎｕｍ で ｄａｎｎｕｍ と い う 形 容詞 を表 して い る。

ハイ フ ンは こ の 二 つ の 文字 が 一緒 に な っ て 一語 を 表 す こ と を 示 す。 こ のこ と を 頭 に入 れ

て こ の文 を 見 る と、 大 文 字 で 書 かれ た も の が漢 字、 小 文 字 で 書 か れ た
’もの が かな に 相 当

す る こ とが 分 か る で あろ う注８。 目 本 語 で 書く と、
ｒハ ム ラ ビ、 つ よ き 王、 神 門 （

バ ビロ ン）

の 王、 しほ う せ かい の 王」 と で も な ろ う か。

さて、 上で述べたように、 襖形文字の場合はただ一種類の文字体系 を表語文字、 表音
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文 字そ れ ぞ れに 使 っ て い る。 そ こ で、 音 読 み ・訓 読 み の 有 無 も そ れ ぞれ の 場 合 につ いて

見 てい く 必 要が あ る。

ま ず、 表音 文 字 と し て の 襖 形 文字 の 場 合 は
どう で あ ろ う か。 初 期 の ア ッ

カ ド語で は、

殆 どの 場 合、 シュメ
ー ル 語 の 音 に基 づ く 表 音文 字 を 使 っ て い た。 上 で 挙 げた ア ッカ ド語

の例文で見られる表音文字はすべてシュメール語の音に基づくものである。 時代が下が

るにつれて、 次第にアッカ ド語の音に基づく表音文字が用 いられてくるようになる。 例

え ば 上 で ｒ強い」 ｄａｎｎｕｍ を ｄａ－ｎｕｍ と表 記 して い る が、 ｄａｎ－ｎｕｍ とい う 表記 も 見 ら

れ る。 ｄａ，ｎｕｍ
は シ ュメ ー ル 語に 基 づく 読 みだ が、 ｄａｎ はア ッカ ド語 に 基

づく 読 みで あ

る
。

従 って、 確
か に 表音 文 字 と して の 襖 形 文字 に は 音 読 み・ 訓 読 み が あ る。

ここまでの記述でア ッカ ド語の表記法が日本のある特殊な表記法に酷似 していること

が分かるであろう。 すな わち、 一種類の文字体系を表 語文字にも表音文字にも用いてい

るという点で、 まさに万葉仮名と類似した体系なのである。 そ してその表音文字におけ

る音価に シュメール語系 のものとアッカ ド語系のものの二種類が混在するということは、

すなわち万葉仮名 における音仮名、 訓仮名と同様 なものが存在するということである。

では、 表語文字 としての襖形文字を使った場合、 果た してシュメ ール語音で読んでい

た （音 読み） の だ ろ う か、 そ
れ と も、 ア ッ

カ ド語音 で 読 ん で い た （訓 読 み） の だ ろう か。

実 は、 こ れ を 訓 で 読 ん で い た 証拠 が あ る。 す な わ ち、 ア ッ カ ド語 読 み を 示 す
ｒ送り が な」

が み られる こ と で あ る。 も と も と 送 り
がな注９は、 目 本 語

と 同 様、 いく つ
か の読 み が 考え ら

れる襖形文字に対 してその読みを決定する手がかりと して用いられ始めたものである。

その送り がな をみる と、ア ッカ ド語 で読ま れて い
たこ と が分 かる ので ある。例 え

ば
、
ＤＡＭ－ａｔ

と か ＤＡＭ－ｓｕ と い っ た 表 記 が あ る。
ｄａｍ は シュ メ ー ル 語 で ｒ配 偶 者」 の 意 味だ が、 一ａｔ

が あ る こ と に よ っ て、 こ れ は ア ッ カ ド 語 の ａ§§ａｔ （ ａ§§ａｔｕ
ｒ妻」 の ＳｔａｔｕＳ ＣＯｎＳｔｒｕＣｔｕＳ

形） と して 読 ま れ て い る こ と が 分 か る。 ま た、 ＤＡＭ－ｓｕ の 場 合 は ａ§§ａｓｓｕ （〈
＊
ａ§§ａｔ§ｕ

「彼 の妻」） で あ る こ と が 分 かる ので あ る。

このように表語文字の場合はアッカ ド語で読まれるので、 目本語と同様の訓読みは確

かに ある。 で
は
、 音 読 み

は どう だ ろ う か。

ｒ鋤」 の こ と を シュ メ ー ル 語 で ａＰｉｎ と いう。 こ
れ は ア ッカ ド語 に借 用 語 と して 取り 入

れ ら れｅｐｉｎｎｕ と な っ た。 そ して、 ９ｉ§．ＡＰＩＮ と 表 語 文 字 で書 かれ た 場 合
注１０
、 ア ッカ ド語

で はｅｐｉｎｎｕ と 読 ん だ。 こ の 場 合、 外 国 語
の音 で 読 ん でい る た め、 こ れ は音 読 み とい っ て

よ い。 そ う い う 意 味 で は ア ッカ ド語 に も 音読 み は 存 在 す る の で ある。 し
か しこ の よ うな

音 読 みは、 目 本 語 に 見 ら れる 音 読 み と 全く 同 じも の な の で あ ろう か。

別 な例 を挙 げ る と、
ｒ宮 殿」 は シュ メ ー ル 語 でｅ２－９ａ１と い う。 ｅ

２ が ｒ家」、 ９ａ
１が ｒ大
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きい」 という形態素であり、 Ｅ２という表語文字と、 ＧＡＬ という表語文字で
表記す 乱

ア ッカ ド語 はこ れ を、 ｅｋａ１１ｕ と いう 語
形 で 借用 語 と して 取 り 入 れ た。 従 って・ Ｅ２・ＧＡＬ

を ア ッカ ド語で は ｅｋａ１１ｕ と 読 む。し か し、こ の場 合、
Ｅ２
．
ＧＡＬ と い う 表語 文 字を シ ュメ ー

ル語の音に基づく読みで読んでいるからといって、 目本 語にお けるような音読みと考え

て よ い のだ ろ う か。

次 の よう に 問 い を変 えて み よ う。 す な わ ち、 ア ッカ ド人 は、 目本 人
が 漢語 を 読 む よ う

に、 果
た して Ｅ２ と い う 表 語 文 字 と、 ＧＡＬ と い う表 語 文

字 をそ れ ぞ れ ｅお よ び ｋａ１１ｕ と

読 み、 分 析 して
ｒ宮 殿」 と して 理解 して い た のだ ろ う か、 と い う こ と であ る。

お そ らく

そ うで は なく、ｅｋａ１１ｕ は ｅ
２－９ａ１ を一 語 と して 借用 して い る と 思 われ る。従 って、

Ｅ２．ＧＡＬ

自 体 も分 析 せず に 一 語 と し て 捉 え、そ れ を全 体 と して 読 ん
だ と 思 わ れ る。つ まり、 ｅｋａ１１ｕ

ｒ宮 殿」 と いう 形 態 素 が あ る の で あっ て、
ｒ家」 と いう 意 味で の ｅ と か、

ｒ大 き い」 と い

う 意 味 での ｋａ１１ｕ と い う 形態 素 が ある の で は ない と い う こ と で あ る。目 本語 の場 合、漢 字

の 音 読 み・ 訓 読み と い う の は 意 味 と 結 びつ い て い る わ け で、形態 素 の こ と であ る。
「宮殿」

を目本語の場合で考 えてみると、 私たちの意識の中では （通常はあまり意識 しないとし

ても） それが ｒきゆう」 と ｒでん」 の二つ の音からなり、 それぞれがある意味と結びつ

いていることが分かる。 目本語では音読みといっても単に音を表すだけのものではない

の で あ る。 と い うこ と は、 全 く 日 本 語 と 同 じ意 味 で の 音 読 み は ア ッカ ド語 に
は 見 ら れ な

い こ と に な る。

つ ま り、 目 本 語 の場 合、 同 じ漢 字 が 音 読 み・ 訓 読 み を と も に も ち、 さ らにそ れ ぞ れ
が

意 味 と 結 びつ い て いる とい う こ と で あ る。 ｅｐｉｎｎｕ
ｒ鋤」 の例 で は、 この 文 字は 音 読 み だ

け を 持 ち、 同 じ意 味 を 持 つ訓 読 み が存 在 しな い。 ｅｋａ１１ｕ の例 で も、 音 読 みだ け が あ り、

訓読みが存在 しない。 この例 の場合には更に、 この形態素は二つの表語文字で表記され

て い る に も関 わ ら ず、 そ れ ぞ れ 音 と 意 味 を担 っ て い る わ け でな く、 ｅ
ｋａ１１ｕ とい う 一 つ の

形 態 素 を表 す た め に用 い られ て い る の で あ る注１１。

以 上、 ア ッ カ ド語 の
ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 が目 本 語 の そ れ と ど の よ うに 異 なる か 見 てき

た。 なぜこのような微妙な違いが存在することをことさら言わなければならないのかと

い う と、 前 に 引用 した 金 田 一 （１９８８） な ど の記 述 で は、 全く 目 本 語 での用 い 方 と 同 じ で

あると受け取 られて しまう からである。 またおそらく金田一も全く 同様なものであると

理 解 して い る の で あ ろう。 そ れ は、 た ん に
ｒ全 く 同 じも の で あ る」 とい う 書 き方 を して

い る か らと い う わ け で はな い。 先 ほ
どの 引用 に先 立 つ 部 分 で、 そ の よう

な 理 解 を して い

る と 思 われ る 記 述 が ある か ら であ る。

ｒとこ ろ が、 こ の あた り はま だ 序 の 口 で、 も っ と 難 しい 問 題
が ある。 目 本 で は、 漢
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字 を 中国 式 に 読 む ほ か に、 目本 語 式 に 読 むこ と だ。 こ れ は、 目本 人 が古 く か ら目 本語

を単語の意味を表す漢字で表記 したことから起こるもので （傍点筆者）、 そのために、

た とえ ば ｒ間」 と いう 字 は、 ケ ンと かカ ンと か 読 む の は 中 国式 だ が、
アイ ダと もマ と

も読 む。 相 手 （あ いて）、 合 間 （あ いま）、 逢 （あ） う… …。 こ う い う 言 葉 は全 部、 目

本語という外 国語で漢字を読んでいるのだ。」

こ の 記述 は、 表 語 文 字 と して の 漢 字が 音 読 み・ 訓 読 み を 持 つ と い う こ と を述
べ た’も の

で ある。 金 田
一 の こ の よ う な 記 述 は、 後 述 する

ｒヤヌ ス 的 二 重 性」 をア ッカ ド語 の表 記

法も持っているという認識に基づいていると思われる。 しか し、 アッカ ド語の表記法に

はこ の ｒヤヌ ス 的 二 重 性」 は見 られ な い の で ある。 そ して、 こ のこ と が 目 本 語 の 音読 み・

訓読みを非常に特殊なものにしているのである。

皿． 日 本 語 の
「ヤ ヌ ス 的 二 重 性」

ここ で、
ｒヤヌ ス 的 二 重 性」 に つ い てす こ し述 べな けれ ば な ら な い だ ろ う。 と いう の は、

目本語の持つ音読 み・訓読みの独自性というのは筆者にはこ のことの存在であると思わ

れ る から で ある。

鈴木 （１９７５） によると、 目本語では、 音読みと訓読みが漢字を媒体と して頭の中で結

び つい て いる と い う。

ｒ私たち目本人がある漢字の音と訓 を知っている ということは、 とりもなおさずそ

の漢 字 で示 さ れ る 概 念 の、 二 つ の別 の言 語 にお ける 音 的 実 現 体
注１２が
、 同
一 の文 字表 記

をつ な ぎ と して 頭 の 中 で 癒 着 して いる こ と に ほ かな らな い注
１３
。」

鈴木 はこ れ を ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性 （Ｊａｎｕｓ ｄｕａ１ｉｔｙ） と 呼 ん で いる。 鈴 木 の 出
してい る

例を用いる と、 ｒ水」 という概念は ｒすい」 と ｒみず」 という二つの音的実現体が
ｒ水」

という文字表記 を媒体 として頭で結びついているという のである。

ア ッカ ド語 に はそ れ が な い。 ア ッカ ド語
の 場 合 に は、 文字 に意 味 が 結 び つい て いる 場

合には音読みか訓読みのいずれか しかなく、 また音読みと訓読みの二通り （以上） の読

みが結びついている場合には、 意味が介在 していない （表音文字と して使われているた

め）。

ここ で 重 要 なこ とは、
「漢 字 に は音 読 み ・訓 読 み が あ る」 と い う 言 い 方 は 正確 で は な い

と い うこ と だ。 目 本 語 に 漢 字 の 音 読 み・ 訓 読 み
が ある とい う こ と は、 漢 字

が
、 同
じ概 念
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を持つ漢語系形態素と日本語本来の形態素の二つをともに表記しうると言うことであっ

て、 言い換 えれば、 日本 語は二種類の系列の形態素をともに持っていると言うことであ

る。 たんに漢字が二つ の読み方 を持っている というようなことでなく、 目本語には二系

列 の 造 語 法が あ る と い うこ と を表 して い る の であ る。 す な わ ち、 音読 み ・ 訓 読 み の問 題

は単なる表記の問題でなく造語法の問題なのである。

１Ｖ．
「ヤ ヌ ス 的 二 重 性」 の 発 達 の 理 由

で は、
な ぜ目 本 語 で は ｒヤヌ ス 的 二 重 性」 が発 達 した の か。 私

は 目本 語 史 の 方面 から

そのような発達の起こっ た直接 の理由を考察できる立場にないが、 アッカ ド語でそのよ

うな発達がなかったのはなぜかという点から推測すると、 次のような理 由によるのでは

な い かと 考 える。

一つ に は、 漢 語 系 借用 語 の 量 の多 さ に よ る ので は な か ろ う か。 目 本語 の場 合 に は、 非

常にたくさんの漢語系 語彙 が目本語に入った。 そのため、 漢語系形態素 が目本語の語彙

の中 で 無 視 でき な い ほ ど 非 常 に重 要 な 位 置 を 占 める に 至 っ た注
１４
。 例 えば、

「学 校」 と 「学

生」 だ け が、
ｒが っこ う」、

ｒがく せ い」 と して目 本 語 に 取 り 入 れ ら れ た と して も、 最 初 の

部分が同じ形態素である という意識は生 じないであろう。そのためにはもっと多くの「学」

を用いた漢語が必要だったと思われるが、 目本語には実際その様な状況が生 じたのであ

る
。

二 つ め に は、 そ れ ら が漢 語 系 語 彙 と して、 も
と も と の 目 本 語 の 語彙 と 共 存 して しま っ

た とい う こ とも あ ろ う注１５。 漢 語系 語 彙 が 全く 目本 語 本 来 の 語 彙 を 駆逐 して しま って は そ

も ぞも訓読みの方が成立しなくなる。

ア ッカ ド語の 場 合 に は、 シ ュメ
ー ル 語 の 語 彙は も ち ろ ん 借 用 さ れ てい る が、 お びた だ

しく は い っ たわ け で は な い。 ま た、 借 用 が あっ た 場 合、 シ ュメ ー ル 語系 の 語 彙 とア ッカ

ド語系の語彙とが共存せずに、 シュメール語系の語彙だけが取り入れられることになっ

た。 そ の た め、 日本 語 と は 異な っ た 発 達 を 遂 げる に 至 っ た よ う に 思 われ る。

ま た、 当然 の こ とな が ら、 人 々 の 中 に そ のよ う な 文 字 に よ る 音 形 の癒 着 が で きる た め

に は 多く の人 々 が 文字 を知 っ て い る こ と が 前提 と な る。 ア ッカ ド語 でそ の 様 な発 達が な

かっ た 理 由の 一 つ と し て、 近代 の目 本 の よ う に識 字 率 が 高 か っ た わ け で はな い こ とも 挙

げ られる と 思 う。 言う ま でも な い こ と だ が、 古 代メ ソ
ポ タ ミ ア （に 限 らず い ず れ の地 域

に お い ても 古 代） で は、 文 字 が多 く の 人 に 知 られ て い た わ け で は な い の で ある。 書記 と

いう特別な職業の人間だ けが持つていた技能 であったのである。

とこ ろ で、 文 字
が なく て も、

二 つ 以 上 の 形態 素 が 同 じ様 な 概念 を 持っ て い れ ば、 頭 の
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中で 癒 着 しな い の だろ う か。鈴 木（
１９７５） が例 に 挙 げて い る が、英 語 語 彙 の中 に も

ｈｙｄｒｏ一，

ａｑｕａ一， Ｗａｔｅｒの
よ う に 異 な っ た形 態 素 が ある。 しか し鈴 木 によ れ ば、 英 語 話者 の 頭 の中

で は、 た と え ｈｙｄｒｏｇｅｎ や ｈｙｄｒｏＰｈｏｂｉａ の よ う な 語 を 知 っ て い て も、 ｈｙｄｒｏ一， ａｑｕａ一，

ｗａｔｅｒの三つの形態素が／ＷＡＴＥＲ／という意味で結びついているとは限らないとのこ

と で あ る。 鈴 木 （
１９７５） Ｐ．

８５． に は、

「ことばの構成要素が外来 のもの、（ほとんどがラテ ン語かギリシャ語） である場合

には、 高等な教育を受けた人でない限り、 その意味を適確に指摘することができない

のが 普 通 で ある。」

とある。 やはり文字の支えがなければ、 たとえ多くの外来語形態素があったと しても癒

着 は起 き にく い の で あ ろ う。

目本語の場合においても、 漢字が民衆に行き渡っていない時代にお いては、 漢語は民

衆にとって英語に於けるラテン語・ ギリシャ語系語彙のようなものであったのではなか

ろ う か。

こ の よ う に考 え る と、 目
本 語 に於 け る ｒヤヌ ス 的 二 重 性」 と いう の は、 大 量 の漢 語系

語彙の存在、 およびそれらの目本語語彙との共存、 そ して識字率 の高さに支えられてい

る よ う に 思 われ る。 従 っ て、 こ のよ う な 現 象
が 目 本 語 に 現 れ た の は、 比 較

的 最 近な の で

は な か ろう か。

Ｖ． ま と め

筆者の結論として は、 目本語の音読み・訓読みの独 自性 は、 鈴木の言う ｒヤヌス的二

重性」 の存在にある ということである。 たんに ｒ文字に外 国語読み・自国語読みの二つ

の 読 み方 が あ る」 とい う、 第 ２ 章 で の 仮 の定 義 で は、 本 稿 で述 べ た よ う に ア ッカ ド語に

も見られるので、 目本語に見 られる現象は独特のものである とは言えなくなる。 という

よ り 山田 （１９８７） の い う よ う に ｒ普 遍 的」 な もの で あ る 可 能 性 も ある。 し か し、 音 読 み
・

訓読みを ｒヤヌス 的二重性」 を持つような外国語読み・自 国語読みである、 というよう

に 定 義を 修 正 する と、 ア ッ カ ド語 は も はや 音 読 み ・訓 読 み を持 つ と は 言 え なく な る。 そ

の意味で、 現代目本語の持つ音読み・訓読みというのはかなり特殊な言語現象といえる

の で はな い か と思 わ れ る。

ここ で、 一 つ気 付い た 点 を 指 摘 して お き た い。 そ れ は、 表 語 文 字 が 借用 され た 場 合、

音読みと訓読みでは どちらがより発達 しやすいのかという点である。 借用された文字に
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はそれを元々用 いていた民族の言葉の音が常に結びつ いて いる。 そのため音読みの方が

発達 しやすいと思われているのではなかろうか。 目本語で訓読みが発達 したことを特筆

す る傾 向 が あ る のも そ れ を 物 語 っ て い る よう で あ る
注１６
。 しか し、 ア ッ カ ド語 でも 表 語 文

字は訓読みされていることか ら分かるように、 表語文字を意味を表す文字として用いた

場合は訓読みする のがむ しろ普通なのではあるまいか。 万葉仮名やアッカ ド語に見られ

るように、 表語文字を表音文字と して取り入れる場合には確かに音読みの方が圧倒的に

用 い ら れる よ う で ある が、 こ と 意 味
を 表 す文 字 と して用 い る 場 合 に は、 自 国 語 を書 き 表

そうとする限り、 自国で普通に使われる語を表すために使うのであるから、 訓読みする

の が む しろ 当 然 のよ う に 思 わ れ る。

ある民族が （表音的でなく） 表語的な文字を別の民族から借用 した場合、 目本語と同

様 な 音 読 み・ 訓 読 みが 生 じる かと い う 点 につ い て は、
ｒそ う な る か も 知 れ な い し、 そ う な

らな い かも 知 れ ない。」 と し か 言 い よう
が な い。 事 実、 同 じ漢 字

を 導入 した 朝 鮮 や ベ トナ

ム で は、 訓 読 み は発
達 しな かっ た。 ま た、 本稿 で 指 摘 した よ う に、 古代 メ ソ ポ タミ ア の

ア ッ シ リ ア人 ・ バ ビロ ニ ア 人 は、他 民 族 か ら文 字 を 借用 し、現 代 目本 語に お け る 音読 み ・

訓読みと似てはいる が異なっ た体系を発達させた。

歴 史 に 「’も し」 は許 され な い が、 シ ュメ ール 語 が も しア ッ カ ド語 に非 常 に 多 量 の借 用

語 を 提 供 して い た ら、 そ して ア ッカ ド人 の 多く が 文 字 を 知 る よ う な 状況 に あ っ た ら、 果

た して襖形文字は目本 語にお ける漢字と同じような発達を したであろう か。

古代メ ソポタミアの例 から言 えることは、 外来の表語文字を自国語で読んだという点

に 関 して は、 目 本 語 だ け が そ のよ う な こ と を 行っ
た わ け で は な い が、 その 発

達に 関 して

は 目 本 語独 自 の も の で ある と いう こ と で あ ろう。
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金 田 一 （１９８８） Ｐ．

２９ｆ£
、
山 本 （１９８９）

ｐ．
７３ｆ£ 等 参 照

。

注 ３ 金 田 一 （１９８８） Ｐ．２８ｆｆ．

注４ 舛 という記号の載った図を指す。

注 ５ こ の 記 述 は 誤 り で、 シ ュ メ
ー ル 語 で は ｒ神」 は ｄｉｎｇｉｒ と い う。 但 し、 こ の 文 字 は シ ュ メ ー ル 語

で ｄｉｎｇｉｒ と も ａｎ と も 読 む こ と が 出 来 る。「神」 の 意 味 の 時 は ｄｉｎｇｉｒ と 読 み、 「天」 の 意 味 の 時 は ａｎ

と 読 む。 な お、 金 田 一 の 記 述 に 限 ら ず、 襖 形 文 字 に つ い て の 記 述 は
一 般 に 他 の 文 献 の 引 用 か ら 成 り

立 っ て い る た め、 や む を 得 な い こ と と は い え、 語 義 や 語 形 の 誤 り が か な り 見 ら れ る。

注 ６ 峯 （１９９０） で は、 ア ッ カ ド語 と 言 っ て も ハ ム ラ ビ 法 典 の 表 記 法 を 中 心 に 議 論 し て い る。 同 時 代

の 他 の 文 書 も 含 め、 一 般 に ア ッカ ド語 で は シ ュ メ ー ル 語 の よ う に 頻 繁 に 改 行 し な い。

注 ７ 表 語 文 字 は シ ュ メ ー ル 語 音 で 転 写 す る こ と に な っ て い る が、 必 ず し も シ ュ メ ー ル 語 音 で 読 ま れ

た と は 限 ら な い。 ア ッ カ ド 語 で は、 借 用 語 で な け れ ば 後 述 す る よ う に ア ッ カ ド語 で 読 ま れ る。

注 ８ 上 付 き で 示 さ れ た ｋｉ は、 そ の 前 に 来 る 名 詞 が 地 名 で あ る こ と を 示 す 限 定 符 （ｄｅｔｅｍ ｉｎａｔｉｖｅ）

と 呼 ば れ る 要 素 で あ る。 単 な る 表 記 上 の 記 号 で、 発 音 は さ れ な い。

注 ９ ア ッ シ リ ア 学 で は ｐｈｏｎｅｔｉｃ ｃｏｍｐ１ｅｍｅｎｔ と 呼 び 慣 わ さ れ て い る。 例 え ば、 シ ュ メ ー ル 語 に お

い て は、 ＤＵ と 書 か れ る 文 字 は ｄｕ， ９ｉｎ，ｔｕｍ２， ９ｕｂ 等、 様
々 な 読 み 方 を 持 っ て い る。 こ れ に一ａ と

い う 接 尾 辞 が 付 い た 場 合、 単 に ＤＵ－ａ と 書 き 表 す と、 上 の ど の 読 み を 採 用 す
べ き か わ か り に く い の で

（文 脈 か ら 分 か ら な い 場 合 も 多 い。
）
、
ＤＵ－ｎａ （＝ ｇｉｎ－ｎａ），

Ｄ Ｕ－ｍａ （ｔｕｍ２－ｍ ａ）
，
Ｄ Ｕ－ｂａ（＝ ｇｕｂ－ｂａ）

と 書 き 表 す こ と が 普 通 と な っ て い る。 一ｎａ が 書 か れ て い れ ば、 前 の 文 字 の 語 末 音 が 一ｎ で あ る こ と が

分 か る と い う わ け で あ る。 日 本 語 の 送 り が な と 同 様 の 現 象 で あ る こ と が 分 か る。

注１０ ｇｉ§ は、 木 を 表 す 限 定 符 で あ る。 ＡＰＩＮ は ａｐｉｎ と 読 め ば
「鋤」 の 意 味 だ が、 ｅｎｇａｒ と 読 め ば

「農

夫」 の 意 味 に な る。 「鋤」 の 意 味 を 表 し た い と き は、 こ の 限 定 符 を つ け て ｅｎｇａｒ と 読 ま れ な い よ う に

し た わ け で あ る。 漢 字 で い え ば 木 偏 に 相 当 す る。

注１１ 目 本 語 の よ う な 表 語 文 字 の 使 い 方 を ア ッ カ ド語 が 持 っ て い な い と い う こ と で あ っ て、 ア ッ カ ド

語 の よ う な 表 語 文 字 を 目 本 語 が 持 っ て い な い と い う こ と で は な い。 例 え ば、 ｒ鋤」 の 例 は、 目 本 語 で

は 「肉 （に く）」 が そ れ に 相 当 す る で あ ろ う。 ま た、
「宮 殿」 の 例 は、 「煙 草 （タ バ コ）」 が 全 く 同 じ

と は 言 え な い ま で も、 近 い 例 で は な か ろ う か。

注１２ ｒ二 つ の 別 の 言 語 に お け る 音 的 実 現 体」 と い う の は、 表 現 と し て よ く な い の で は な い か。 音 読

み ・ 訓 読 み は ど ち ら も あ く ま で 目 本 語 の ｒ音 的 実 現 体」 で あ る か ら で あ る。 た と え 中 国 語 の 音 が も

と に な っ た と して も、 音 読 み は あ く ま で 日 本 語 の （漢 語 系） 形 態 素 を 表 す も の で あ る。

注１３ 鈴 木 （１９７５） ｐ．
８３
．

注１４ 橋 本 ・ 鈴 木 ・ 山 田 （１９８７） Ｐ．２８９に は、 あ ま り 中 国 語 の 語 音 が 目 本 語 の 語 彙 の 中 に 入 り 込
ん で し

まっていて、 語構成上漢字語根に伴う構成法の要素を目本語の中から捨てることが出来ないほどで

あることが述べられている。 そのため漢字は日本語の中で想像以上に長く生命を保つのではないか

と い う
。

注１５ も ち ろ ん、 「水」 の 「み ず」 と 「す い」 に 見 ら れ る よ う に、 日 本 語 本 来 の 語 彙 は 独 立 形 態 素 で あ

り、 漢 語 系 形 態 素 の 場 合 は 拘 束 形 態 素 で あ る と い う 違 い は あ る が。

注１６ 例 え ば、 金 田 一 （１９８８） Ｐ．２８に ｒ訓 読 み の 特 殊 性」 と い う 見 出 し が 出 て い る。
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現代目本語における漢字の音読み・訓読みについて （峯）

Ｏｎ ｔｈｅ ｃｏ一㎜ｓｅ ｏｆ ㎝ 一ｙｏｍｉ ㎝ ｄ ㎞ ｎ－ｙｏｍｉ ｏｆ Ｍｌｏｄｅ ｍ Ｊａｐａ ｍ ｓｅ Ｋａ皿ｊｉｓ

－ １ｎ ｃｏｍｐａｄｓｏｎ ㎞ｔｈ Ａｋｋａｄｉａｎ Ｃｕｎｅｉｆｏ ｍ Ｗ ｈｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ 一

Ｍａｓａｓｈｉ ＭＩＮＥ

ＡＢＳＴＲＡＣＴ Ｔｈｅ ｖｉｅｗ ｔｈａｔ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｗｒｉｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍ ｉｓ ｕｎｉｑｕｅ ａｎｄ ｉｔｓ

ｃｈａｒａｃｔｅｈｓｔｉｃｓ ａｒｅ ｎｏｔ ｔｏ ｂｅ ｆｏｕｎｄ ｉｎ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ １ａｎｇｕａｇｅｓ ｉｎ ｔｈｅ ｗｏｒ１ｄ ｉｓ １ｏｓｉｎｇ

ｇｒｏｕｎｄｓ ｔｈｅｓｅ ｄａｙｓ ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇ ｋｎｏｗ１ｅｄｇｅ ｏｆ ａｎｃｉｅｎｔ Ｍ ｅｓｏｐｏｔａｍｉａｎ

１ａｎｇｕａｇｅｓ ｓｕｃｈ ａｓ Ａ ｋｋａｄｉａｎ．
Ｔｈｅ ｃｏ－ｕｓｅ ｏｆ

‘‘
ｏｎ－ｙｏ ｍｉ

’’
（ｔｈｅ Ｓｉｎｏ－ＪａＰａｎｅｓｅ ｒｅａｄｉｎｇ）

ａｎｄ
‘‘ｋｕｎ－ｙｏ ｍｉ

’’
（ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｒｅａｄｉｎｇ） ｆｏｒ Ｋａｎｊｉｓ （Ｃｈｉｎｅｓｅ ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ） ｉｓ ｏｎｅ ｏｆ

ｔｈｏｓｅ ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ ａｎｄ ｉｔ ｉｓ ｎｏｗ ｓｏ ｍ ｅｔｉｍ ｅｓ ｃ１ａｉｍ ｅｄ ｔｏ ｂｅ ｊｕｓｔ ａ ｃｏ ｍ ｍ ｏｎ （ｏｒ

ｅｖｅｎ
‘‘
ｕｎｉｖｅｒｓａ１

”
） ｐｈｅｎｏ ｍ ｅｎｏｎ ｗ ｈｅｎ

‘‘１ｏｇｏｇｒａｍ ｓ
”
ａｒｅ ｕｓｅｄ ｂｙ ｐｅｏｐ１ｅ ｏｆ ａ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ

１ａｎｇｕａｇｅ ｂｅｃａｕｓｅ ｔｈｅ Ａ ｋｋａｄｉａｎ ｗｒｉｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅ ｍ ｈａｄ
’’
ｅｘａｃｔ１ｙ

’’
ｔｈｅ ｓａｍｅ

ｄｅｖｅ１ｏｐ ｍｅｎｔ．

Ｗ ｉｔｈ ａ ｃ１ｏｓｅｒ １ｏｏｋ ａｔ ｔｈｅ Ａ ｋｋａｄｉａｎ ｗ ｄｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅ ｍ，
ｈｏｗ ｅｖｅｒ

，
ｗｅ ｎｏｔｉｃｅ ｔｈａｔ

ｔｈｅ ａｃｔｕａ１ ｕｓｅ ｏｆ ｋｕｎ－ｙｏ ｍｉ，
ｎａｔｉｖｅ ｒｅａｄｉｎｇ，

ａｎｄ ｏｎ－ｙｏ ｍｉ，
ｆｏｒｅｉｇｎ ｒｅａｄｉｎｇ，

ｉｎ ｔｈｅｓｅ

ｔｗｏ ｓｙｓｔｅｍ ｓ ａｒｅ ｎｏｔ ｅｘａｃｔ１ｙ ｔｈｅ ｓａｍ ｅ．
Ｔｈｅ ｐｒｅｓｅｎｔ ａｕｔｈｏｒ ｐｏｉｎｔｓ ｏｕｔ ｔｈａｔ ｔｈｅ

ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ ｃｏ ｍ ｅｓ ｆｒｏｍ ｔｈｅ ａｂｓｅｎｃｅ ｏｆ ｗ ｈａｔ Ｓｕｚｕｋｉ （１９７５） ｃａ１１ｓ
“
Ｊａｎｕｓ ｄｕａ１ｉｔｙ

’’

ｉｎ ｔｈｅ Ａｋｋａｄｉａｎ ｓｙｓｔｅ ｍ．
Ｔｈｅ Ｊａｎｕｓ ｄｕａユｉｔｙ ｒｅｆｅｒｓ ｔｏ ａ ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃ ｏｆ Ｍｏｄｅｍ

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｋ ａｎｊｉｓ ｔｏ ａｓｓｉｇｎ ａ ｄｕａ１ ｒｅａｄｉｎｇ ｔｏ Ｋ ａｎｊｉｓ．

Ａｃｃｏｒｄｉｎｇ ｔｏ Ｓｕｚｕｋｉ，
Ｋ ａｎｊｉｔｉｅｓ ｏｎ－ｙｏｍｉ ａｎｄ ｋｕｎ－ｙｏｍ

ｉ ｔｈｒｏｕｇｈ ｉｔｓ ｍ ｅａｎｉｎｇ．
Ｆｏｒ

ｅｘａｍｐ１ｅ，
／ｓｕｉ／ａｎｄ／ｍｉｚｕ／ ａｒｅ ｔｉｅｄ ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｍｅａｎｉｎｇ ／Ｗ Ａ ＴＥＲｌ （水）． Ｔｈｅ

Ａｋｋａｄｉａｎ ｃｕｎｅｉｆｏ ㎜ ｓｉｇｎｓ，
ｈｏ ｗｅｖｅｒ，

ｄｏｅｓｎ
’
ｔ ｈａｖｅ ｔｈｉｓ ｆｅａｔｕｒｅ．

Ｍ ａｎｙ ｏｆ ｔｈｅ ｍ ｈａｖｅ

ｂｏｔｈ
‘‘
ｏｎ－ｙｏ ｍｉ

”
（ｆｒｏ ｍ Ｓｕ ｍｅｒｉａｎ） ａｎｄ

‘‘ｋｕｎ－ｙｏ ｍｉ
’’
（ｆｒｏ ｍ Ａｋｋａｄｉａｎ） ｗ ｈｅｎ ｕｓｅｄ ａｓ

‘‘
ｐｈｏｎｏｇｒａｍ ｓ

’’

，
ｂｕｔ ｗｈｅｎ ｕｓｅｄ ａｓ

‘‘１ｏｇｏｇｒａｍ
’’
ｔｈｅｙ ｈａｖｅ ｅｉｔｈｅｒ ｏｎ－ｙｏｍｉｏｒ ｋｕｎ－ｙｏ ｍｉ．

Ｔｈｅｒｅｆｏｒｅ
，
ｉｔ ｉｓ ｎｏｔ ｃｏｒｒｅｃｔ ｔｏ ｓａｙ ｔｈａｔ ｂｏｔｈ ｓｙｓｔｅ ｍ ｓ ａｒｅ

‘‘
ｅｘａｃｔ１ｙ

’’
ｔｈｅ ｓａｍ ｅ．

Ｔｈｅ ｐｒｅｓｅｎｔ ａｕｔｈｏｒ ｆｕｒｔｈｅｒ ｐｏｉｎｔｓ ｏｕｔ ｔｈａｔ ｔｈｉｓ ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ ｃｏｍ ｅｓ ｆｒｏ ｍ ｔｈｅ

ｃｈａｒａｃｔｅｈｓｔｉｃｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ １ｅｘｉｃｏｎ， ｎａｍ ｅ
１
ｙ ｔ
ｈｅ ｃｏ－ｕｓｅ ｏｆ ｔｈｅ ｔｗｏ ｓｅｒｉｅｓ （ｔｈｅ

Ｓｉｎｏ－ＪａＰａｎｅｓｅ ａｎｄ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ） ｏｆ ｍ ｏｒｐｈｅｍ ｅｓ ｗ ｈｉｃｈ ｓｈａｒｅ ｔｈｅ ｓａｍｅ ｍ ｅａｎｉｎｇ．

Ｔｈｉｓ ｃｈａｒａｃｔｅｈｓｔｉｃ ｅｎａｂ１ｅｄ ｔｈｅ Ｊａｎｕｓ ｄｕａ１ｉｔｙ ｔｏ ａｒｉｓｅ ｉｎ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｗｒｉｔｉｎｇ

ｓｙｓｔｅ ｍ．
Ｔｈｅ ｐｈｅｎｏ ｍ ｅｎｏｎ ｏｆ Ｊａｎｕｓ ｄｕａ１ｉｔｙ ｉｓ ｎｏｔ ｏｎ１ｙ ａ ｐｈｅｎｏ ｍ ｅｎｏｎ ｏｆ Ｋ ａｎｊｉ

ｕｓｅ，
ｂｕｔ ａ１ｓｏ ａ ｐｈｅｎｏ ｍ ｅｎｏｎ ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｃ１ｏｓｅ１ｙ ｒｅ１ａｔｅｄ ｔｏ ｔｈｅ ｃｈａｒａｃｔｅｈｓｔｉｃｓ ｏｆ ｔｈｅ

Ｊａｐａｎｅｓｅ １ｅｘｉｃｏｎ ｉｔｓｅ１ｆ．
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